
 

＜がん登録部会：活動報告および今年度事業計画＞ 

 

□ 活動報告 

 

１．下記の７つの目的を制定した 

① 拠点病院の院内がん登録の強化を図る 

② 拠点病院以外への院内がん登録の普及を図る 

③ 沖縄県の院内がん登録のデータの解析とその活用を行う 

④ 院内がん登録と地域がん登録との統合とその活用を行う 

⑤ 院内がん登録及び地域がん登録の定期開示を行う 

⑥ 院内がん登録研修会を企画開催する（研修部会との共同作業） 

⑦ DPC データの各施設間の比較分析（ベンチマーキング）を行う 
 

２．一部の拠点病院で外来のがん患者については院内がん登録の対象外としていたが、４拠点病院の院

内がん登録を健康局総務課長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん登録に統一した。 

 

３．下記の各事業計画の担当者を決定した。 

事業計画１（全員）、事業計画２（全員）、事業計画３（仲本奈々）、事業計画４（全員）、 

事業計画５（比嘉初枝・平安政子）、事業計画６（賀数保明、玉城順次） 

 

□ 今年度事業計画 

 

１．今年度中に拠点病院の院内がん登録を健康局総務課長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん

登録に統一する。 

 

２．一部の拠点病院で外来のがん患者については院内がん登録の対象外としているため、今年度中に拠

点病院の院内がん登録を健康局総務課長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん登録に統一する。 

 

３．井岡班（地域がん登録データのがん戦略への活用）、三上班（地域がん登録データ、院内がん登録デ

ータ、臨床指標データ、DPC データの統合活用）、西本班（院内がん登録の集積利用）、祖父江班（がん

登録標準確立）などに本部会委員を送り、情報収集を行う。 

 

４．拠点病院以外への院内がん登録の普及を図るために、沖縄県に対して「沖縄県がん診療連携病院準

拠点病院制度（準拠点病院に対して補助金を支出し、逆に院内がん登録とがん相談支援に関して義務付

ける代わりに補助金交付を行う）」の新設を提言する。 

 

５．研修部会と共同し、平成２１年３月に、「院内がん登録研修会」を企画開催する。           

主催：沖縄県診療情報研究会（沖縄県がん診療連携協議会・がん登録部会として共催予定） 

内容：『大腸癌』（がん概論講義、院内がん登録講義、院内がん登録演習の３部構成） 

日時：平成２１年３月２１日（土）１４：００～１７：００ 

場所：那覇市立病院 

６．地域がん登録に協力するため、院内がん登録と地域がん登録のデータのすり合わせを行う。 

  （沖縄県に国立がんセンターが推奨する『地域がん登録標準データベース』を導入する。） 

 

 



平成 20 年 12 月 19 日 

第２回沖縄県がん診療連携協議会 提案事項 5 ＜がん登録部会＞ 

事 業 名 『地域がん登録標準データベースの導入』 

提 案 者 名 沖縄県がん診療連携協議会 がん登録部会 

連 絡 先 

琉球大学医学部附属病院がんセンター  

ＴＥＬ：098-895-1368 

ＦＡＸ：098-895-1497 

事 業 の 

概 要 

 【提案の目的】 
地域がん登録事業において、登録業務の標準化、効率化、品質管理のため、国

立がんセンターが推奨する『地域がん登録標準データベース』を導入する。 
 
【事業概要】 
・『地域がん登録標準データベース』初期導入費の補助 
  
【効果】 
拠点病院が行っている院内がん登録からデータを吸い上げることで、効率的に

地域がん登録のデータを集めることが出来、提出数が格段に増えることが期待

できる。そのデータを活用することで、医療機関や市町村に有益な情報提供が

できる。 

目 

標 

『地域がん登録標準データベース』を導入する。 

事 

業 

費 

2,500,000円（初期導入費として） 

 
 

 



平成 20 年 12 月 19 日 

第２回沖縄県がん診療連携協議会 提案事項 6 ＜がん登録部会＞  

事 業 名 『院内がん登録の普及』 

提 案 者 名 沖縄県がん診療連携協議会 がん登録部会 

連 絡 先 

琉球大学医学部附属病院がんセンター  

ＴＥＬ：098-895-1368 

ＦＡＸ：098-895-1497 

事 業 の 

概 要 

 【提案の目的】 
国が指定する「がん診療連携携拠点病院」と同等の要件を満たす医療機関に「沖

縄県がん診療連携準拠点病院制度」を新たに創設し、拠点病院以外への院内が

ん登録の普及を図ることを目的とする。 
 
【事業概要】 
・健康局総務課長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん登録を実施する。

 
【効果】 
がん診療の中心的な役割を果たす病院を準拠点病院に配置し、院内がん登録を

実施することで、がんの全例把握が出来、精度の高いデータの分析・評価を行

うことが出来る。 

目 

標 

相談支援センターとセカンドオピニオン制度(含む情報提供)および院内が
ん登録室を設立することを条件に、沖縄県独自の準拠点病院を、二次医療

圏の八重山、宮古地区に一つずつ、中部地区、南部地区に２つずつ認定す

る 

事 

業 

費 

１拠点病院当たり 5,000,000円 X 6病院＝30,000,000円 



がん登録部会 

 

＜委員＞ 

沖縄県 衛生環境研究所企画管理班： 賀数 保明（主任） 

北部地区医師会病院：   玉城 順次（情報課） 

沖縄県立中部病院：   比嘉 初枝（経営課診療情報管理士） 

那覇市立病院：    平安 政子（医事課診療情報管理士） 

琉球大学医学部附属病院 事務部：  

同上 がんセンター：   仲本 奈々（診療情報管理士） 

同上 がんセンター：   増田 昌人（がんセンター長） 

 

＜目的と方向性＞ 

１．拠点病院の院内がん登録の強化を図る 

２．拠点病院以外への院内がん登録の普及を図る 

３．沖縄県の院内がん登録のデータの解析とその活用を行う 

４．院内がん登録と地域がん登録との統合とその活用を行う 

５．院内がん登録及び地域がん登録の定期開示を行う 

６．院内がん登録研修会を企画開催する（研修部会との共同作業） 

７．DPC データの各施設間の比較分析（ベンチマーキング）を行う 

 

＜今年度の事業計画＞ 

１．今年度中に拠点病院の院内がん登録を健康局総務課長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん

登録に統一する。 

２．一部の拠点病院で外来のがん患者については院内がん登録の対象外としているため、今年度中に拠

点病院の院内がん登録を健康局総務課長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん登録に統一する。 

３．井岡班（地域がん登録データのがん戦略への活用）、三上班（地域がん登録データ、院内がん登録デ

ータ、臨床指標データ、DPC データの統合活用）、西本班（院内がん登録の集積利用）、祖父江班（がん登

録標準確立）などに本部会委員を送り、情報収集を行う。 

４．拠点病院以外への院内がん登録の普及を図るために、沖縄県に対して「沖縄県がん診療連携病院準

拠点病院制度（準拠点病院に対して補助金を支出し、逆に院内がん登録とがん相談支援に関して義務付

ける代わりに補助金交付を行う）」の新設を提言する。 

５．研修部会と共同し、平成２１年２月をめどに、「院内がん登録研修会」を企画開催する。 

６．地域がん登録に協力するため、院内がん登録と地域がん登録のデータのすり合わせを行う。 

その他の事業計画は、今後の部会にて検討する 

 



 

健発第 0301001 号 

平成２０年３月１日 

各都道府県知事 殿 

厚生労働省健康局長 

がん診療連携拠点病院の整備について 
以下省略 
 

がん診療連携拠点病院の整備に関する指針 

 

I がん診療連携拠点病院の指定について 

（省略） 

II 地域がん診療連携拠点病院の指定要件について 

１ 診療体制 

（１）診療機能 

[1] 集学的治療の提供体制及び標準的治療等の提供 

（省略） 

 [2] 化学療法の提供体制 

（省略） 

 [3] 緩和ケアの提供体制 

（省略） 

 [4] 病病連携・病診連携の協力体制 

（省略） 

 [5] セカンドオピニオンの提示体制 

（省略） 

（２）院内がん登録 

  [1] 健康局総務課長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん登録を実施すること。 

[2] がん対策情報センターによる研修を受講した専任の院内がん登録の実務を担う者を１人以上 

配置すること。 

[3] 毎年、院内がん登録の集計結果等をがん対策情報センターに情報提供すること。 

[4] 院内がん登録を活用することにより、当該都道府県が行う地域がん登録事業に積極的に協力すること。 

（省略） 

III 特定機能病院を地域がん診療連携拠点病院として指定する場合の指定要件について 

（省略） 

IV 都道府県がん診療連携拠点病院の指定要件について 

（省略） 

４ 都道府県がん診療連携協議会を設置し、当該協議会は、次に掲げる事項を行うこと。 

 （省略） 

（２）当該都道府県内の院内がん登録のデータの分析、評価等を行うこと。 

V 既指定病院の取扱い、指定・指定の更新の推薦手続等、指針の見直し及び施行期日について 

（省略） 

参考 

がん診療連携拠点病院の整備に関する指針 
（定義の抜粋） 

 
１ 我が国に多いがん 

肺がん、胃がん、肝がん、大腸がん及び乳がんをいう。 
（省略） 
７ 専任 
当該療法の実施を専ら担当していることをいう。この場合において、「専ら担当している」とは、担当者とな
っていればよいものとし、その他診療を兼任していても差し支えないものとする。ただし、その就業時間の少
なくとも５割以上、当該療法に従事している必要があるものとする。 

８ 専従 
当該療法の実施日において、当該療法に専ら従事していることをいう。この場合において、「専ら従事してい
る」とは、その就業時間の少なくとも８割以上、当該療法に従事していることをいう。 

（省略） 
 



沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会事前打ち合わせ 

 

日 時 ： 平成２０年 ９月１７日（水） １６：００～ 

場 所 ： 琉球大学医学部附属病院 管理棟２階 小会議室 

 

打ち合わせ内容 

 

１． 学医学部附属病院がんセンター長挨拶     

 

２． 各委員自己紹介 

 

３． がん対策基本法について 

 

４． がん対策推進基本計画について 

 

５． 沖縄県がん診療連携拠点病院について 

 

６． がん診療連携拠点病院の整備に関する指針（第 0301001 号厚生労働省健康局長通知）   

読み合せ 

 

７． 地域がん登録の現状報告 

 

８． ４拠点病院のがん登録アンケート調査報告 

 

９． 部会の目的・やるべき仕事の検討 

 

１０． メーリングリストの作成 

 

１１． 部会の委員にはどういう人が必要か 

 

１２． 次回の開催日程 

 

１３． その他 

 

 

 

 

 



沖縄県がん診療連携協議会がん登録プレ部会メモ 

 

日 時 ： 平成２０年 ９月１７日（水） １６：００～１７：００ 

場 所 ： 琉球大学医学部附属病院 管理棟２階 小会議室 

構成員 ： ７名 

出席者 ： ７名  

嘉数保明（沖縄県衛生環境研究所企画管理班）、豊里ゆかり、玉城順也（北部地区医師会）、 

比嘉初枝（県立中部）、平安政子（那覇市立）、増田昌人、仲本奈々（琉大病院がんセンター） 

陪席者 ： 大嶺明希、伊佐雅美（琉大病院がんセンター） 

 

[協議内容] 

１． 琉球大学医学部附属病院がんセンター長挨拶 

がんセンター長増田より協議に先立って挨拶を行った。 

２． 各委員自己紹介 

各委員による自己紹介が行われた。 

３． がん対策基本法について 

がんセンター長増田より資料に基づき説明があった。 

４． がん対策推進基本計画について 

がんセンター長増田より資料に基づき説明があった。 

５． 沖縄県がん診療連携拠点病院について 

がんセンター長増田より資料に基づき説明があった。 

６． がん診療連携拠点病院の整備に関する指針（第 0301001 号厚生労働省健康局長通知）読み合せ 

がんセンター長増田より資料に基づき説明があった。 

７． 地域がん登録の現状報告 

賀数主任研究員より資料に基づき沖縄県における地域がん登録の現状についての説明があった。 

ATL のがん登録区分がリンパ腫でなく白血病になっているのではないかという指摘があり、今後検討す

るということで承認された。 

８． ４拠点病院のがん登録アンケート調査報告 

  以前に回答していただいたアンケートに基づき、各自で間違いがないか再度確認し、訂正個所を訂正し

た。各病院においてがん登録の方法を互いに確認し、今後検討していくことが承認された。 

９． 部会の目的・やるべき仕事の検討 

がんセンター長増田より資料に基づき説明があった。地域がん登録と院内がん登録のすり合わせが必要

になるのではという意見があり、今後検討していくことが承認された。 

また、医療者向けの研修として医師向けも含めがん登録研修会・講演会を行い、がん登録についての普

及啓発を行っていくことで承認された。 

１０． メーリングリストの作成 

メーリングリストを作成することが承認された。 

１１． 部会の委員にはどういう人が必要か 

部会の委員について承認された。 

１２． 次回の開催日程 

毎月１回行うことが承認され、詳細日時については、調整し後日連絡することが承認された。 



平成２０年度 第１回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会 

 

日 時 ： 平成２０年 １０月２１日（火） １６：００～ 

場 所 ： 琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

 

打ち合わせ内容 

１． 委嘱状授与 

 

２． 沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会事前打ち合わせメモについて   

 

３． 部会の目的及び部会でやるべき仕事の再検討について 

 

４． ２０年度がん登録部会事業計画スケジュール（案） 

 

５． 事業ごとの担当者の決定 

 

６． 「標準登録様式」に基づく院内がん登録の統一について 

 

７． 部会委員連絡先一覧 

 

８． 次回の開催日程について 

 

９． その他 

 

 

 

 



平成２０年度 第１回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨 

 

日 時 ： 平成２０年 １０月２１日（火） １６：００～１８：００ 

場 所 ： 琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

構成員 ： ７名 

出席者 ： ７名  

賀数保明（沖縄県衛生環境研究所企画管理班）、玉城順次（北部地区医師会病院）、 

比嘉初枝（沖縄県立中部病院）、平安政子（那覇市立病院）、 

増田昌人、仲本奈々（琉球大学医学部附属病院がんセンター） 

陪席者 ： 伊佐雅美（琉球大学医学部附属病院がんセンター） 

 

[協議内容] 

１． 委嘱状授与 

琉大病院がんセンター長増田より、委員全員に委嘱状が授与された。 

２． 沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会事前打ち合わせメモについて 

  沖縄県がん診療連携協議会がん登録プレ部会メモが承認された。 

３． 部会の目的及び部会でやるべき仕事の再検討について 

    がんセンター長増田より資料に基づき説明があった。 

地域がん登録に積極的に協力するため、新たに『沖縄県の地域がん登録システムを国立がんセ

ンターが提供している地域がん登録システムへ入れ替える件』が提案された。この提案に対し

て、「病院が行っている院内がん登録からデータを吸い上げることで、地域がん登録の提出数

は格段に増える」「そのデータを活用し、医療機関や市町村に情報提供を行う」などの意見が

出された。これらの意見を踏まえた上で第 2 回の沖縄県がん診療連携協議会に対して前述した

件を提案することが承認された。 

がんセンター長増田より、がん登録研修会の企画開催については、沖縄診療情報管理研究会と

の共同開催も視野に入れて検討して欲しいとの意見があり、今後、沖縄診療情報管理研究会教

育企画班と連絡を取り実現できるように進めていくことが承認された。 

４． ２０年度がん登録部会事業計画スケジュール（案）（参考資料参照） 

    がんセンター長増田より資料に基づき説明があった。スケジュール案に基づき進めることが承

認された 

５． 各事業の担当者の決定 （参考資料参照） 

    各事業の担当者を決定した。 

６． 「標準登録様式」に基づく院内がん登録の統一について 

    がん診療連携拠点病院で実施する院内がん登録の標準登録様式が再確認された。 

７． 部会委員連絡先一覧 

  がん登録部会委員の連絡先一覧が確認された。 

８． 次回の開催日程について 

    次回は 11 月 18 日、次々回は 12 月 16 日とし、次回以降、毎月第三火曜日に沖縄県がん診療連

携協議会がん登録部会を行うことが承認された。 

９． その他 

  電子メールにて議論を進めることとし、意見がある場合は１週間以内に連絡を行い、間に合わ

ない場合は中間報告することで延長を可能とすることが承認された。 



◆事業計画の担当者の決定 

 
１．今年度中に拠点病院の院内がん登録を健康局総務課長が定める「標準登録様
式」に基づく院内がん登録に統一する。 

 
２．一部の拠点病院で外来のがん患者については院内がん登録の対象外としてい
るため、今年度中に拠点病院の院内がん登録を健康局総務課長が定める「標準登
録様式」に基づく院内がん登録に統一する。 

仲本 

３．井岡班（地域がん登録データのがん戦略への活用）、三上班（地域がん登録デ
ータ、院内がん登録データ、臨床指標データ、DPC データの統合活用）、西本班（院
内がん登録の集積利用）、祖父江班（がん登録標準確立）などに本部会委員を送り、
情報収集を行う。 

全員 

４．拠点病院以外への院内がん登録の普及を図るために、沖縄県に対して「沖縄
県がん診療連携病院準拠点病院制度（準拠点病院に対して補助金を支出し、逆に
院内がん登録とがん相談支援に関して義務付ける代わりに補助金交付を行う）」の
新設を提言する。 

比嘉・平安 
５．研修部会と共同し、平成２１年２月をめどに、「院内がん登録研修会」を企画
開催する。 

賀数・玉城 
６．地域がん登録に協力するため、院内がん登録と地域がん登録のデータのすり
合わせを行う。 

 



２０年度がん登録部会事業計画（スケジュール）案 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

１． 事業計画（１）（２） 

健康局総務課長が定める「標準登録様式」

に基づく院内がん登録に統一する。 ２．  事業計画（６） 

院内がん登録と地域がん登録のデータのすり合わせ

を行う。（沖縄県ｼｽﾃﾑ導入(案)） 

拠点病院以外への院内がん登録の普及を図るため

に、沖縄県に対して「沖縄県がん診療連携病院準拠

点病院制度」の新設を提言する 

３．  事業計画（４） 

研修部会と共同し、平成２１年３月をめどに、「院内が

ん登録研修会」を企画開催する。 

４．  事業計画（５） 

井岡班、三上班、西本班、祖父江班などに本部会委

員を送り、情報収集を行う。 

５．  事業計画（３） 

  担当者の決定 

（          ）１．今年度中に拠点病院の院内がん登録を健康局総務課長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん登録に統一する。 
（         ）２．一部の拠点病院で外来のがん患者については院内がん登録の対象外としているため、今年度中に拠点病院の院内がん登録を健康局総務課

長が定める「標準登録様式」に基づく院内がん登録に統一する。 
（  仲  本  ）３．井岡班（地域がん登録データのがん戦略への活用）、三上班（地域がん登録データ、院内がん登録データ、臨床指標データ、DPC データの

統合活用）、西本班（院内がん登録の集積利用）、祖父江班（がん登録標準確立）などに本部会委員を送り、情報収集を行う。 
（  全  員  ）４．拠点病院以外への院内がん登録の普及を図るために、沖縄県に対して「沖縄県がん診療連携病院準拠点病院制度（準拠点病院に対して補

助金を支出し、逆に院内がん登録とがん相談支援に関して義務付ける代わりに補助金交付を行う）」の新設を提言する。 
（ 比嘉 平安 ）５．研修部会と共同し、平成２１年２月をめどに、「院内がん登録研修会」を企画開催する。 
（ 賀数 玉城 ）６．地域がん登録に協力するため、院内がん登録と地域がん登録のデータのすり合わせを行う。



 



 



 



 



 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２０年度 第２沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会 

 

日 時 ： 平成２０年 １１月１８日（火） １６：００～ 

場 所 ： 琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

 

 

報 告 

１． 平成２０年度第１回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨 

 

議 題 

１． 部会長の選出 

 

２． ２０年度がん登録部会事業計画スケジュール（案） 

 

３． 事業計画（５）「がん登録研修会」について 

 

４． 事業計画（６）院内がん登録と地域がん登録のデータのすり合わせについて 

 

５． 平成２０年沖縄県がん診療連携協議会への提案事項 

 

６． 国立がんセンターによる『拠点病院 院内がん登録 実地調査』について 

 

７． 部会委員の追加について 

 

８． 次回の開催日程について 

 

９． その他  

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２０年度 第２回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨 

 

日 時 ： 平成２０年 １１月１８日（火） １６：００～１８：３０ 

場 所 ： 琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

構成員 ： ７名 

出席者 ： ７名  

賀数保明（沖縄県衛生環境研究所企画管理班）、玉城順次（北部地区医師会病院）、 

比嘉初枝（沖縄県立中部病院）、平安政子（那覇市立病院）、 

増田昌人、仲本奈々（琉球大学医学部附属病院がんセンター） 

 [報 告] 

１． 平成２０年度第１回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨 

  平成２０年度第１回沖縄県がん診療連携協議会がん登録プレ部会議事要旨が承認された。 

[協 議] 

１． 部会長の選出 

  部会長の業務として、協議会で部会の報告・提案、部会の議事進行を行うことが承認された。協議の 

結果、賀数保明（沖縄県衛生環境研究所企画管理班）が選出された。 

２． ２０年度がん登録部会事業計画スケジュール（案） 

  がんセンター長増田より資料に基づき説明があった。スケジュール案に基づき進めることが承認された 

３． 事業計画（５）「がん登録研修会」について 

  那覇市立病院平安より、『がん登録研修会』について、３月２１日に那覇市立病院で予定されているこ

とが紹介され承認された。沖縄診療情報研究会との共催に関しては、事務局と調整した上、決定する旨

の説明があった。 

研修会の内容は、５大がんの１つである『大腸癌』をテーマとし、がん概論講義、院内がん登録講義、

院内がん登録演習の３部構成で行うことが承認された。研修会はすべて国立がんセンターの院内がん登

録研修に準じて行い、テキストの複写に関しては国立がんセンターに確認が必要との意見があった。 

４． 事業計画（６）院内がん登録と地域がん登録のデータのすり合わせについて（別紙） 

  地域がん登録標準システム導入県における機器構成、賃金等について、沖縄県衛生環境研究所賀数より

資料に基づき説明があった。第２回沖縄県がん診療連携協議会へ『地域がん登録標準システムの導入』

を提案するため、資料に基づき予算書を作成することが承認された。 

５． 平成２０年度第２回沖縄県がん診療連携協議会への提案事項（案） 

    がんセンター長増田より資料に基づき説明があり、原案通り承認された。 

新たに『拠点病院以外への院内がん登録の普及を図るため、沖縄県に対して準拠点病院制度の新設を提

言する件』が追加された。上記２点の提案事項について事業計画書・予算書を作成し、第２回沖縄県が

ん診療連携協議会へ提案することが承認された。 

６． 国立がんセンターによる『拠点病院 院内がん登録 実地調査』について 

    実地調査について以下の日程が承認された。 

    １５日 午前 琉球大学医学部附属病院 １５日 午後 沖縄県立中部病院 

    １６日 午前 北部地区医師会病院   １６日 午後 那覇市立病院 

７． 部会委員の追加について 

  部会委員の追加について、結論を次回に持ち越すことになった。 

８． 次回の開催日程について 

  次回は 12 月 16 日（火）16：00 から 17：00 に行うことが承認された。 
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